
  

（この用紙は、下記①、②および記入した年月日を記載いただき、ご提出ください。） 

症状とつらさの寒暖計 

 
現在のからだの症状はどの程度ですか？               この１週間の気持ちのつらさを平均して、 

                                       最もあてはまる数字に○をつけてください。              

 

 

       

 

    

        

 

   

       

 

                         

                                           

   

 

    症状は何ですか？ 

 

 

 

    ※がんと診断されたときから「つらさをやわらげる＝緩和ケア」を始めるため、平成２７年度（大阪府がん診療拠点病院の要件となった）から 

対象者にこの用紙をお渡ししています。 

                                                           市立貝塚病院 

患者様氏名 

患者様 ID 

 

 

平成  年  月  日記入 

診療科（       科） 

①からだの症状についておうかがいします ②気持ちのつらさについておうかがいします 

 

 

 

 

 

最高につらい 
 
 
 
 
 
 
中くらいにつらい 
 
 
 
 
 
 
つらさはない 

 

症状と辛さについて専門家に相談を希望されますか。 

□出来るだけ早く相談したい  □相談の予約をしたい 

□今は希望しない 

我慢できない症状がずっとつづ

いている 

 

我慢できないことがしばしばあ

り対応してほしい 

 

それほどひどくないが方法があ

るなら考えてほしい 

 

現在の治療に満足している 

 

 

症状なし 
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文責：外科 岡野 美穂 

 がんの治療を行いながら、苦痛のケアを行うことは必要なことなので、当院外科で

は、がんの治療中の方に、毎回「症状とつらさの寒暖計」という問診票を使っていま

す。緩和ケアを希望するタイミングは、患者さんそれぞれ違います。毎回たずねるこ

とで、緩和ケアを意識していただけますし、緩和介入を適切に進めることができます。 

 「緩和医療」というと、死ぬ間際とか、治療法がな

いとか、ネガティブな意見をもつ患者さんが多いです

が、緩和ケアとは、がんに伴う身体的・心理的・社会

的・スピリチュアルな苦痛を包括的にケアすることで

あるため、「終末期」と同義語ではありません。 

 外科外来と緩和外来の両方に通院いただく患者さんも数多くいます。患者さんは、

治療医（だいたいは外科医ですが）に治療のつらさをあまり言いたがりません。緩和

外来で、治療の愚痴を上手に吐き出してもらい、治療を上手に継続できるのです。 

 今回お伝えしたい

ことはただ一つです。

「緩和は治療法がな

くなった後の治療」

ではないということ

です。貝塚病院では

適切な緩和介入をお

こなっております。 


